
宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃テーマ／南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう         ① 

謹んで新年のご挨拶を申しあげます 
旧年中の御厚情に感謝いたしますとともに本年もよろしくお願い申しあげます 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 7日（火）に内局巡回が三条別院本堂において開催されました。 

 当日は、三条教区内から寺族・門徒併せて 28 名にご出席をいただき、本山から出向の尾畑英和参務・延澤

栄賢宗務改革推進本部参事・荒川清和宗務改革推進本部次長の 3名より、宗務改革の推進に向けた内局案につ

いて説明が行われました。また、内局巡回当日までに三条教区内から寄せられた質問・意見に対する回答、及

び参加者からの意見聴取がなされました。 

 今後、全教区を巡回した後に、寄せられたご意見等が集約され、改革案の内容が再検討されていく予定です。 

 全国からの意見の公開や改革案修正の進捗状況につきましては、本山の方向性が示された後、あらためて教

区内の皆様にお伝えしてまいります。今後も引き続き質問やご意見をお寄せくださいますようよろしくお願

い申し上げます。 

 

 
 

教区改編に関するご意見・ご質問を教区内の皆様から広くいただけるよう、専用の問い合わせフォ

ーム（右の QR コードをスマホのカメラで読み取ってご利用ください）をご用意しております。是非

ともご利用ください。※改編協議の進捗は、先月号で同梱の「かわら版」第 2号等をご覧ください。 

 

 

◎第４回全国門徒戸数調査の調査票発送について 

２０２２年２月１日を実施日として第４回全国門徒戸数調査が実施されます。１月１８日頃に本山より直接

発送されます「発送用封筒」及び、「調査票」「提出用封筒」は、クリーム色であります。先に送付されてお

ります「実施要項」（水色）とは混同されませんようお願いいたします。 

ご記入の上、２月１５日までに各組組長へ調査票をご提出ください。 

先月号でお知らせいたしました、宗派 HPにて公開されている調査の趣旨や記入方法を説明した動画や実施

要項を改めてご確認いただき、精度の高い調査となるようご協力お願いいたします。 

◎郵便振替口座払込料金手数料について 

このたび、ゆうちょ銀行の手数料改定に伴い、1月 17日以降に「払込取扱票」を使用し、現金で送金する場

合、払込料金（110円）が加算されます。 

三条教務所で使用している料金受取人負担の表示がある取扱票（赤枠の用紙）についても、現金にて送金い

ただく場合は、現金利用による払込手数料は払込人にご負担いただくこととなりますのでご留意ください。 

なお、通帳やキャッシュカードを使用して、ゆうちょ銀行口座から直接送金される場合は払込料金の負担は

ございません。詳しくはゆうちょ銀行の窓口やホームページにてご確認ください。 
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内 局 巡 回 （ 報 告 ） 

年末寒波襲来 

風雪害も第二種共済の給付対象となりますの
で、境内建物に被害がございましたら速やかに教
務所までご報告ください。 
被害状況の確認の際には、屋根からの落雪等に

十分ご注意ください。 



三条教区教化研修テーマ／共にといえる 人生を生きよう                                          ② 

 

◎教務所・別院事務休止のお知らせ 

①年始休暇のため、1月 1日から 1月 5日まで教務所は事務休止といたします。 

・緊急連絡先 三条別院（0256-33-0007） 

②職員研修のため、1月 17日（月）から 18日（火）の午前中まで教務所・別院は事務休止としたします。 

   ・緊急連絡先 教務所：主事 江口兼弥、別院：列座主任 斎木浩一郎まで 

 

 

 

・第 12組 淨照寺 小林 智光（2021年 10月 28日任命） 

「住職の任命をいただいて」 

  住職の任命状を改めて見ますと、「任命」とは『命を任せる』と読めます。また拝命

とは『命を拝む』と読めます。様々な『いのち』の重みを感じつつ、日々の法務に奔走

しております。今後とも宜しくお願い致します。 

 

・第 11組 願興寺 髙橋 深惠（2021年 12月 13日任命） 

「住職に任命されて」 

 改めて住職に任命された責任を重く受け止めております。 

微力ではありますが、「寺は開かれた念佛の道場」であることを念頭におきつつ、

これからの社会の中でどのようにお寺を護持していくのか、総代さんや他のご門徒

の方々と共に考えていきたいです。 

 

・第 18組 福泉寺 藤田 惠日（2021年 12月 13日任命） 

「住職就任にあたって」 

  今回、住職に就任することになった藤田惠日です。私は、人と仏法との出遇い、人と

人の出遇いなど、出遇いの縁を大切にしたお寺を目指していきたいと思っています。 

24歳という若さを活かしてがんばっていきます。 

 

・第 23組 長願寺 北條 崇雄（2021年 12月 13日任命） 

「住職になるにあたって」 

私は小学校くらいの時から寺の活動の一部を手伝うようになり、それで門徒の方の家

にも足を運ぶようになりました。当時まだ幼い子供だった自分にとって、行ったことも

無い人の家に行くのは今以上に勇気が必要だったのを覚えています。 

 そんな私を、多くの門徒の方々は暖かく迎えてくださいました。そのことは、知らな   

い場所へ行く自分を励ます力になってくれたのだと今でも感じています。 

 私はそのような方々に支えられてここまで生きてきました。そのような方々に、自分 が十分な感謝がで

きているのかは、時々疑問に思うこともあります。 

それでも住職となるにあたり、そんな寺を支えてきた方々と同じように、自分も支える者の一人としての

一歩を踏み出したように思います。 

不安ばかりです。しかし不安といえば、自分がかつて知らなかった場所へ足を運んだことを思い出します。

自分はまだまだ未熟者ですが、いつかその時迎えてくださった方々と同じように、寺へ来る誰かが安心して

上がれるよう、出迎えられたらと願います。 

 

 
 
生前のご苦労を偲び，謹んで哀悼の意を表します。 

・第 12組 永泉寺 前坊守 鷲尾 サク （2021年 12月 13日寂） 

2021 年 10月 1日～12月 17日までにご逝去された方を掲載しています。 

住  職  就  任 

敬   弔   


